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〆砂　L

　　　　　　　　・油援散ポソプの水蒸氣

　　　　　　　　　に樹する排氣速度

　　　　　　　　　　小林一夫・富永五郎（物エ）

　眞空装置に封して水分が悪影響を與えることは・定

性的には以前から知られていた．本年の物理學會年會

で林主税氏（東大理）もこの貼を指摘されたので，わ

れわれは實験塞にあり合せの金罵製分溜型2段ポンプ

について，空氣と水蒸

氣とに封する排氣速度

（s）の比較を行つた．

ここにSは
　　s＝Q／（P－Po）で，

Qは流しこんでいる氣

髄の量，pはそのとき

の塵力，PoはQ＝0の

ときの塵力，郎ち最後

眞空度である．郎ちS

・←Q

　これでみると水蒸氣に封する排氣速度は空氣にくら

べて決しておそくなく，むしろ大凡5　b1／～！M法則

（Mは分子量）に從つているようにみえる．したがつ

て水分ρ眞壺装置に封する影響は他に求めなければな

らない．

　ここで氣のつくことは，排氣速度が判定のたびに蓮

うことで，この原因はまだ明かでない．冷却水の温度

の影響をみると第2表のようになつて，これでも説明

がつかない．排氣速度を左右する因子を見出すことが

擾散ぷンプの排氣機構を調べる上に有力な手がかりを

與えるであろう．（1949・8・11）

　　　　　　　　　第2表

冷却水出ロの温度

ボンづ

水に封する排氣速度

20～20．5℃

21～22℃

25～26℃

421／sec

43．5　〃

42．5〃

はpの測定値に完全に依存するから，眞空計の較正が

問題になる・これpいては速報（12）で述べた、もの

をつかつた．濁定結果は第1表のようになる．

　　　　　　　　　第1表

測　定

順　序

1234567

s 1／COS

空 剰水蒸氣
1　8

2　7

2　8

2　0

2　9

4034

　　寄●冷却水の入口の温度17。OOG
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　　　　　　　　　　石炭の簡易分析

　　　　　　　　　　　武　藤　義i－（分析〉

　石炭の品質が簡軍に分るならば，試瞼室の設備がな

い中小企業の需要者や炭坑にとつて望ましいことであ

る．・この目的に慮ずるため，簡易に石炭の友分と褒熱

量を測定する装置を考案し，化學の素養がない＄ので

竜若干練習することによつて直ちに取扱えるように取

まとめた分析器を試作中である．茨分は試料を電氣櫨

で灼熱し，残留分を簡易な天秤で秤量して算出し，獲

熱量はトムソン熱量計の原理を磨用し，爽熱量を直ち．

にメーターで讃取れるようにした．この分析器を用い

各種の石炭についてJESによる分析結果と比較検討

する豫定である．（1949・8・12）

アノレギソ酸ソーダの

精製乾燥

高橋武雄・三宅信午（分折）

織物糊料，食品・化粧品等の粘強剤とtて最近急速

な登展途上にあるアルギン酸ソーダは豊富な海藻資源

をもつわが國ではきわめて有望な輸出工業としてその

將來が囑望される．しかし從來の乾燥粉末製品は不純

であり，且つ低粘性であるため高粘性粉末製品の製清

が緊要と考えられる．アルギン酸ソーダにアルコール

ァセトン等を加えて脱水し乾燥すると，き、わめて純良

な高粘性乾燥粉末を得ることを明かにしジこれが操作

に當つズアル・一ルの損失量を最小限度に止めるべき

蓮績密閉装置を設計した（特許178441號，昭和24

奪）．本装置は，産業復輿公團によつて日本海藻化學工

業株式會祉保土ケ谷工場内に設置（三菱化工機株式會

肚鶴見製作所製作）され，その試蓮韓の結果製品1ト

ン當リアルコールの損失量は0．2～0．3トンにすぎな》・

ことを實謹した．

　なお右装置はちかく水産化學工業株式會杜（舩橋

市）に移設され，若干の改良を加へ正式蓮韓の蓮びに

なる豫定である．

　アルコールで，脱水したケーキの乾燥のために，前

記装置では横型掩搾式圓筒乾燥機（捏和乾燥機）を使

用したが，更に簡易な低温乾燥機としてニューマチヅ

ク乾燥機を當教室で試作し，ちかく正式試験を行う豫

定である．

　以上の研究に封してば昭和22年度及び昭和23年

度丈部省科學試瞼研究費が交付された．感謝の意を表

する次第である．（1949．8．12）
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